
　

米
子
水
鳥
公
園
に
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
自
然
観
察
ク
ラ
ブ「
子
ど
も
ラ
ム

サ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」が
あ
り
ま
す
。
１
９
９
９

年
か
ら
始
め
た「
子
ど
も
野
鳥
ク
ラ
ブ
」を

基
に
、
２
０
０
５
年
に
中
海
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

２
０
０
６
年
か
ら「
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル
ク

ラ
ブ
」と
企
画
名
を
変
え
、
内
容
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

１
年
間
、
毎
月
１
回
水
鳥
公
園
に
集
ま
っ

て
、
季
節
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の

観
察
を
楽
し
み
ま
す
。
５
月
に
は
大
山
、
１

月
に
は
安
来
の
田
ん
ぼ
と
宍
道
湖
に
バ
ス
遠

足
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
度
は「
１
年
間
で

１
０
０
種
類
以
上
の
生
き
物
を
観
察
す
る
」

こ
と
を
目
標
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
は
、
他
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
活
動
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
の
際
に
、
中
海
代
表

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
他
の
湿
地
で
の
活
動
や
生
き
物
に
触
れ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
興
味
や
知
識
が
深
ま
り

ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
が
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て

い
く
中
で
、
生
き
物
の
面
白
さ
や
大
切
さ
を

人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
次
年
度
は
３
月
９

日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

米
子
水
鳥
公
園
専
任
指
導
員　

桐
原　

佳
介

レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信

米
子
水
鳥
公
園

水
鳥
公
園
の
指
導
員（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

米
子
水
鳥
公
園
（
☎
24
―
６
１
３
９
、

24
ー
６
１
４
０
）

特別企画展

神々の微
ほ ほ え み

笑 ― 小
こ な だ

灘一
い っ き

紀　絵画のあゆみ

　境港市に生まれた小灘一紀は、大阪府内の高校で美
術教師として勤務しながら、「リアリズムとは単なる
写生ではない。絵の中の人物がどんな人間なのか、風
景の奥には何があるのか、見る人に感じさせなければ」
と、目に見えないものもカンヴァスに写し取ろうとす
る姿勢で絵画制作に取り組んできました。
　その彼が、生まれ育った山陰に息づく神々の物語
をモチーフにした作品を手がけるようになったのは
2005年ごろ。本展では《櫛

くしなだひめのみこと

名田比売命（水
みずかがみ

鏡）》をは
じめ、2017年改組新第４回日展で内閣総理大臣賞を
受賞した《伊

い

須
す

気
け

余
よ

理
り

比
ひ

売
め

》まで、小灘の代名詞とも
言える神話絵画30点を含む約80点を一堂に展示して
います。静

せいひつ

謐かつドラマチックな作品世界を、ぜひこ
の機会にご堪能ください。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９）

会　期　３月15日（日）まで【水曜日休館】
会　場　米子市美術館　第２・４展示室

小灘一紀《櫛
くしなだひめのみこと

名田比売命（水鏡）》2005年
油彩、カンヴァス


